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株主の皆様へ

取締役社長

　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。
　ここに、当社グループ第122期中間期（平成30年4月1
日～平成30年9月30日）のご報告を申し上げます。

　当中間期の世界経済は、米中間の通商問題や米国の金
融政策等に伴う下振れ懸念をはらみながらも、緩やかに
成長しました。海外において、米国は設備投資や個人消
費が堅調に推移しつつも、中国等との貿易関係により不
安定な状況でありましたが、欧州経済では、内需主導で
底堅く推移しました。また、中国経済も米国との貿易関係
の影響が懸念されましたが、総じて景気の先行きは不透
明な状況であります。
　国内では世界経済の緩やかな成長を背景とした生産
の増加や堅調な設備投資等により着実な成長が続きま
した。

　当社グループの事業環境につきましては、海外では、日
系の自動車関連メーカーの設備投資が堅調に推移しまし
た。国内でも、企業の生産活動が高水準で推移している
ことに加え、人手不足を背景とした合理化・省力化投資
等を中心に設備投資が拡大基調を辿りました。

　このような情勢下、受注高は対前年同四半期1,460百
万円減少の52,236百万円（前年同期比2.7％減）、売上
高は同3,220百万円増加の51,797百万円（同6.6％
増）、受注残高は同171百万円減少の39,040百万円（同
0.4％減）となりました。

　収益面につきましては、営業利益が原価率の悪化と人
件費・物件費等の固定費負担の増加で同421百万円減
少の1,933百万円（同17.9％減）、経常利益は為替差額
や貸倒引当金戻入額の減少に伴い同746百万円減少の

2,176百万円（同25.5％減）、親会社株主に帰属する四半
期純利益は固定資産売却益があったものの、法人税等調
整額の増加により、同155百万円減少の2,824百万円（同
5.2％減）となりました。
　
　当期の中間配当金につきましては、1株当たり11円とさ
せていただきました。また、期末配当金を1株当たり11円
として、年間配当金は前期より1円増配の1株当たり22円
を予定しております。
　
　これからも皆様のご期待に沿うべく全力を傾けてまいり
ますので、このうえとも倍旧のご支援ご指導を賜りますよう
お願い申し上げます。

平成30年12月
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連結業績の推移
■売上高 ■営業利益 ■経常利益 ■当期純利益・1株当たり当期純利益 ■1株当たり配当金
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右記のQRコードから
当社ホームページを

ご覧頂けます。



■海外の主な製造・販売サービス拠点
─16ヶ国31拠点─

「世界中のお客様から選ばれ続ける新東ブランド」
シンボルマーク　 　は「東」から昇る燃える太陽の炎で新東の行動力を表すとともに、
「新」は挑戦、マークの10本の　　は、お客様と握手して一体となり、ともに発展してい
く姿を示しています。

新東ブランドを支え、その価値を高めるものとして、鋳造事業、表面処理事業、環境事
業の３つの事業ブランドを設定しました。各事業領域を見える化し、お客様に付加価
値をお届けする姿勢を表しています。

グローバル展開

■海外売上高の概況
海外売上高
228億円

全売上高517億円の
うち44.2％
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 連結子会社等
 持分法適用の関連会社
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いい鋳物をつくる
プロセスの提案

ニーズを叶える
表面づくりを提案

快適な
作業空間の提案
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■事業内容 　当社グループは、当社および子会社56社、関連会社6社で構成され、鋳造装置、表面処理装置、投射材・研磨材、環境、
搬送およびメカトロ関連等特機の設備装置の製造・販売を主な内容として、グローバルに事業活動を展開しています。

　国内向けが軟調だった一方、海外では、日系自動車メーカー
の海外現地法人に向けた無機中子装置、中国ローカルメー
カー向けの造型機が好調に推移した結果、売上高は173億9
百万円（前年同期比6.9%増）となりました。
　営業利益は、一部海外事業の低調等もあり、3億21百万円
（同65.1%減）となりました。

事業別業績

　機械装置では、ピーニング処理装置等が自動車関連業界を
はじめ様々な業界向けに続伸し、部品・消耗品も、自動車や電
子部品業界等における設備稼働率の好調により販売数量が着
実な増加を遂げた結果、売上高は226億47百万円（前年同期
比9.4%増）となりました。
　営業利益は、原材料コストの上昇を売上増加効果でカバー
し、20億8百万円（同20.7％増）となりました。

鋳造事業 表面処理事業
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売上高 売上高

173億9百万円
（前年同期比6.9％増）

営業利益

3億21百万円
（前年同期比65.1％減）

226億47百万円
（前年同期比9.4％増）

営業利益

20億8百万円
（前年同期比20.7％増）

　鋳造事業は、豊田式織機の鋳物づくりを一手に引き受
け、機械化を実現したことに始まります。以来、鋳造機械の
高度化を進め、成長して参りました。世界トップの鋳造プラ
ントメーカーとして、より良い鋳物づくりの探求を通じ、社
会に貢献しています。
　今後は鋳造の６つの工程での各商品力を高め、トータル
プロセスとして提案することで、いい鋳物を作るためのプ
ラットホームを創り出していきます。
　お客さまが求める鋳物品質不良ゼロ、軽量・薄肉化に加
え、省人化、安全・安心・省エネルギーの実現に向け、当社
グループが一丸となり、取組んでいます。

可能性を秘めた未来の鋳物工場

センサを用いた品質評価により
不良品の流出を防止

航空機や自動車部品などの長寿命化、
　軽量化に不可欠な技術

可能性を秘めたショットピーニング

　表面処理事業は、鋳物の砂落としからスタートして、バ
リ取り、錆び落とし、磨き、精密加工などのさまざまな加工
へと進化して参りました。
　長年の経験と技術・ノウハウをもとに、加工条件に適し
た「装置」「受託」、消耗品である「投射材・研磨材」、そして
安定操業のための「サポート・部品」をトータルに供給でき
る業界唯一のメーカーとしてソリューションをお届けして
います。
　今後は、お客さまが求める魅力ある表面を提供するとと
もに、ユーザーの裾野も、航空・宇宙、発電、医療などへ拡
大していきます。

造型

冷却

中子砂処理

注湯後処理

より良い鋳物づくり
人と地球に優しい
鋳物づくり
安心の鋳物づくり
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タービンブレード ギア・シャフト

センサを組込んだショットピーニング装置

鋳造の
６つの工程

未加工ワーク搬入

X線応力測定装置
PSMX-Ⅱ

非破壊検査装置
ECNI-Ⅰ

加工済ワーク搬出

売上高
構成比

％
33.1

売上高
構成比

％
43.3



　工場内環境の改善マインドの高まり等を背景に集塵機や排ガス
浄化装置の売上が伸長し、設備稼働率の高まりに伴い部品売上高
も好調に推移した結果、売上高は53億65百万円（前年同期比3.4％
増）となりました。 
　営業利益は、売上増加により、4億1百万円（同3.1％増）となりま
した。

　製造に用いる基幹部品の品薄と
いったボトルネックはありましたが、
車載用の半導体や二次電池の製造
工程向け設備が好調に推移した結
果、売上高は35億17百万円（前年
同期比1.7％増）となりました。
　但し、利益面では、新規分野での
投資費用が先行した結果、3億2百
万円（前年同四半期は1億54百万
円の利益）の営業損失となりました。

事業別業績

環境事業 搬送事業

特機事業

働く人に安全と健康を。

“運ぶ”に付加価値を。
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売上高

53億65百万円
（前年同期比3.4％増）

営業利益

4億1百万円
（前年同期比3.1％増）

売上高

34億37百万円
（前年同期比6.7％減）

営業利益

1億76百万円
（前年同期比214.6％増）

売上高

35億17百万円
（前年同期比1.7％増）

営業利益

▲ 3億2百万円
（前年同期は1億54百万円の利益）

幅広い分野に
オンリーワンの技術を。
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コンベア

検査装置 ロールプレス

「磨き床」 粉塵爆発対策型 集塵機

　当社グループ一丸となり、
既存の技術に新たな技術を加え、
新分野へチャレンジしています。
（「　」内はグループ会社名）

新分野

新分野への
チャレンジ

EV分野

　自動車メーカー各社に二次電池製造工
程や計測工程等に設備を採用頂いていま
す。今後は「ＴＯＰ」との協働を進め、ＥＶ車
に搭載されるパワー半導体の検査や二次
電池の量産対応等を進め、100年に一度
といわれる自動車業界の変革に対応してま
いります。

機能性粉末分野

　業界標準を上回る微細な磁性粉末の技
術開発・生産体制を整え、ユーザーの開拓
を進めています。車載用インダクタや電子
基板向けなどで需要の高まりが確実視さ
れており、事業の拡大が期待されます。３Ｄ
プリンタ用のパウダーにも視野を広げてい
く計画です。

有機EL分野

　スマートフォンやパソコン、テレビ等向け
に有機ＥＬマーケットは拡大を続けていま
す。液晶で培った「新東Sプレシジョン」のコ
ア技術である測長技術を核に有機ＥＬの
製造プロセスへの関与度を高め、マーケッ
ト拡大の果実を獲得してまいります。

無菌分野

　再生医療が脚光を浴びるなか、「エア
レックス」が創りだす無菌環境下で行われ
る細胞培養へのニーズが高まりを見せてい
ます。再生医療は飛躍的な発展が予想され
ており、無菌環境の提供を通じて医療の高
度化、健康な暮らしの実現に貢献してまい
ります。

セラミックス分野

　2017年12月に仏のセラミックス３Ｄプ
リンタメーカー「３Ｄセラム」に資本参加し
ています。同社の特長のひとつである小型
で複雑な形状の成形が可能という強みを
活かし、航空・宇宙、電子、センサー、医療
業界等向けの用途を開拓し事業を拡大し
てまいります。

粉塵爆発の危険から
作業者を守る提案

「磨き床」により
美しく、快適な環境を提供

売上高
構成比

％
10.3

売上高
構成比

6.6

売上高
構成比

％
6.7

％

　国内では、工作機械業界やロボッ
トメーカー等向けのシザーリフト、
物流倉庫や自動車業界の電池関連
設備向けにコンベアが堅調に推移
しましたが、北米市場での反落が響
き、売上高は34億37百万円（前年
同期比6.7％減）となりました。
　営業利益は、前年度の不採算案
件の影響から脱し、1億76百万円
（同214.6%増）となりました。



会社の概要
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株主メモ

 

 

未払配当金の支払いに関するお申出先
株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。
住所変更、単元未満株式の買取のお申出先
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座が無いため特別口座を開設された株主様は、
特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。

事業年度

定時株主総会
毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

単元株式数

証券コード

100株

6339

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号　
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

公告の方法
電子公告（http://www.sinto.co.jp/ir/koukoku/index.html）
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、
 日本経済新聞に公告いたします。）

連結損益計算書の概要 単位：百万円（未満切捨）
平成30年4月1日～平成30年9月30日（前年中間期との増減）

前期
（平成30年3月31日現在） （平成30年9月30日現在） （平成30年3月31日現在） （平成30年9月30日現在）

当年中間期 前期 当年中間期

平成30年4月1日～平成30年9月30日
連結貸借対照表 単位：百万円（未満切捨） 連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）

8,000

6,000

4,000

2,000

0

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
純 利 益
1 株 当 た り 配 当 金

当年中間期

51,797百万円
1,933百万円
2,176百万円
2,824百万円

11円

48,577百万円
2,355百万円
2,922百万円
2,980百万円

10円

前年中間期 増　減

6.6％増
17.9％減
25.5％減
5.2％減
1円増配

財務ハイライト

164,260

資産合計 負債・純資産合計

流動資産
97,514

固定資産
66,745

164,260

負債
62,261

純資産
101,998

162,446

流動資産
95,510

固定資産
66,935

162,446

負債
61,351

純資産
101,095

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の期末残高

33,93233,282

 営業活動による
キャッシュ・フロー

 投資活動による
キャッシュ・フロー

 財務活動による
キャッシュ・フロー

△759

△5802,543

△552
 現金及び
現金同等物に
係る換算差額

 前年親会社株主に
帰属する四半期純利益
 前年親会社株主に
帰属する四半期純利益

当年親会社株主に
帰属する四半期純利益
当年親会社株主に
帰属する四半期純利益

3,2203,220

△2,633△2,633

△1,008△1,008

△325△325

2,5162,516

△1,808△1,808
2,8242,8242,9802,980

 法人税等の
増加

 法人税等の
増加

非支配株主に
帰属する
当期純利益
の増加

非支配株主に
帰属する
当期純利益
の増加

 売上原価
の増加
 売上原価
の増加

 販売費及び
一般管理費
の増加

 販売費及び
一般管理費
の増加

 特別損益
の増減
 特別損益
の増減

売上高
の増加
売上高
の増加

 営業外
損益の増減
 営業外
損益の増減

△117△117

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

事
業
別
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財
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株
主
メ
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会
社
の
概
要

株
主
の
皆
様
へ

■ 商　　　号
■ 本店所在地
■ 設立年月日
■ 資　本　金
■ 従　業　員
■ 役　　　員

新東工業株式会社（英文名: SINTOKOGIO, LTD.）
名古屋市中村区名駅三丁目28番12号　大名古屋ビル24階
昭和9年10月2日
57億5,222万4,825円
1,710人〔連結4,087人〕（平成30年9月30日現在）

取締役会長（社外）
代表取締役社長
常務取締役
常務取締役
取締役
取締役
取締役

上　田　良　樹
永　井　　　淳
久　野　恒　靖
日　比　正　明
谷　口　八　束
森　下　利　和
橋　詰　政　治

取締役
取締役（社外）
取締役（社外）
監査役（常勤）
監査役（常勤）
監査役（社外）
監査役（社外）

後　藤　　　剛
小　澤　正　俊
山　内　康　仁
夏　目　俊　信
川　上　和　明
唐　木　康　正
小　島　俊　郎

（平成30年9月30日現在）

 



〒450-6424 名古屋市中村区名駅三丁目28番12号

様

株 主 通 信
平成30年4月1日～平成30年9月30日

第122期  中間期


